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アセスメントの最初に使用頻度の高い情報機器を 3 つ質問した結果、 1 番目にスマホを挙げる者が
90％、タブレット端末＋WiFi端末 5 ％、ガラケーと自宅パソコンがそれぞれ 3 ％であった。次いで 2
番目に挙げた情報機器は、自宅パソコン45％、大学パソコン20％、タブレット端末＋WiFi端末10％、
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